
A Proposal of Picture Book for Children to Increase Awareness about Environment 
SUZUKI Ayako and HISAGI Akie

 

92%8%
行って
いる

行って
いない

92%

2% 6%
必要

不必要

無回答

図１ 幼児に何か環境教育を 

行っているか？ 

92%

4% 4% 読ませ
たい
不必要

無回答
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§１ はじめに 

 近年、地球環境問題は世界中で取り組むべき大きな課

題となっている。しかしＣＯ2 削減なども諸外国と比較し

た場合、日本の成果は少ないのが現状である。これを解

消するためには、国民一人一人の環境意識を高めること

が重要である。多くの人は、「環境問題に興味がある」と

回答するものの、実活動として何か努力や工夫をしてい

るかという点での回答は少なくなる１）。そのため、行動が

伴うレベルまで環境意識を高めるためには、早期から環

境意識をもち、生活行動に根付かせることが今後の重要

な課題であると考えられる。 

現在、小学校の授業等でも環境教育が実施されつつあ

るが、本来の環境教育は生活習慣が身に付く段階で行う

必要があると考えられる。昨年度の防災絵本２）に引き続

き、幼児期からの環境に対する早期教育の必要性につい

て調査を行い、絵本教材の提案を行った。 

§２ 幼児の環境意識 
幼稚園教育は学校教育法第 77 条で目標が規定されてお

り、「幼稚園教育要領」も平成元年に改善されたものを改

定しながら使用している。近年では、教育要領や教師の

視線による教育から、子供の視点を中心とする教育へと

変化する傾向にあり、平成 10 年には幼稚園教育要領が改

訂された（平成 12 年度から実施）。この改訂は完全週５

日制のもと、ゆとりある教育活動を展開し、幼児に豊か

な人間性や自ら学び自ら考える力など生きる力の基礎を

育成することを基本的な狙いとしたものである。 
また子供への対応も「教育」から「援助」へと変化し

ている。教育内容は子供の人格形成の援助を基本とし、

環境を意識した生活指導も学ぶ対象へと変化した。 

 このような背景をふまえ、現在の環境教育の実態と早

期環境教育の可能性を把握するため、2004 年 8,9 月に幼

稚園教諭および保育士 35 名、幼稚園児の保護者 18 名を

対象に、アンケート調査を行った。 

内容は幼稚園・保育園・家

庭における環境教育の実施状

況、環境教育早期化と教育絵

本の必要性、絵本案について

の意見を主としている。まず、

環境に対する教育の実施状況

を質問した結果を図 1 に示す。 

何らかの活動を行っている 

人が殆どであり、具体的な内容には「ゴミの分別」「スイ

ッチを消す」「エアコンの温度調節」が上位 3 項目となっ

ている。なお、大部分の人

が身近にできる事を行って

いると回答し、特別な活動

をしている回答はみられな

かった。次に早期環境教育

の必要性に対する質問をし

た結果を図２に示す。 

 多くの人が早期からの環境教育は必要だと考えている。

その理由として「小さい年齢で知ったことは大きくなっ

てからも覚えていること」｢小さい時のほうが素直に覚え

られる｣｢今後、実際に活動するためにも基礎知識が必要

だから」などの意見が多く挙げられた。一方「早すぎる」

「理解出来ないのではない

か」という意見もあった。 

そこで、幼児用の環境絵

本があった場合、子供に読

ませたいと思うか否かを質

問した結果を図３に示す。 

環境教育絵本への興味は 

高く、多くの人が「読ませたい」「面白そうなら読む」と

回答した。読ませたいと回答した人は、「小さい時に教え

たほうが良い」「絵本は子供にとって馴染み深いものだか

ら自然に教えられる」という意見があげられた。一方、

必要を感じないと回答した人は、「絵本でなくても普段か

ら教えているから必要ない」という意見であった。 

§３ 幼児用環境絵本の提案 
 アンケートでは環境意識の他、どのような絵本が望ま

しいと思うかについても調査した。その結果、以下の３

点をふまえて、絵本教材の作成を行った。 

１．教育するような内容ではなく、自然に読む中で学ぶ

ことのできる絵本とする 

２．自分たちの行動が、環境にどう関係し、どのような

影響を与えるのかを考えるような内容とする 
３．読み聞かせ用の絵本とし、主人公のほかに、親のよ

うに話をしてくれるキャラクターを設定する 
なお、教育絵本には、「子供が楽しんで読める」「話が

身近である」「内容が具体的である」などの要素が必要と

され、知識よりも生活習慣を養っていく目的のものと考

えられていることもわかった。 

図２ 早期環境教育の必要性 

図３ 環境絵本を子供に 

読ませたいか？ 
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これらの目標をふまえた内

容で３種類の絵本案を絵コン

テで作成し、教材絵本として

どれが適しているかを質問し

た。その結果、一番評価の高

かった案を採用し、絵本教材

を作成した。採用した絵本の

内容と絵コンテでの評価を表

１に示す。 

§４ 幼児用環境絵本の評価 
作成した絵本を用いて、再

度評価用のｱﾝｹｰﾄ調査を行っ

た。対象は幼稚園教諭、

保育士、幼稚園児の子

供をもつ保護者計 41 名

である。子供には読み

聞かせの方式でみせて

もらい、子供の興味度

合や理解度を質問した。

結果を図４、５に示す。 
多くの子供は絵本の

内容に興味と理解を示

した。また絵本読み聞

かせ後の子供の様子は

様々な反応であった。 
具体的な子供の反応

としては、「自分の知っ

ている環境の話をしてきた」「絵本を読んだ後、何も言わ

なくても、ゴミを捨てていた」「『みんながゴミを捨てち

ゃうから動物とかがかわいそう』と言った」「読み終わっ

た時は内容を繰り返し、『ゴミはゴミ箱』『電気は大切

に』と言っていた」などの回答があり、即時で影響のあ

った子供も少なくないことがわかった。また保護者に対

して、「普段、どうして水を出しっぱなしにしているの

か」「出かける時電気をつけて行くのは何故か」など、絵

本で学んだ内容と親の生活行為との違いを比較し、質問

するといった反応も多かった。子供は絵本教材で学んだ

内容によって、やってはいけないことと、やらなくては

いけないことを判断し、自分でできること、普段行って

いることの確認をするという反応をしたことがわかる。 

 また、ページ数、字の大きさ、色彩やデザイン、内容

等についても細かく意見を得たが、おおむね好評であっ

た。ただし、内容は適切であるという意見が多いものの、

「少し難しい」「少し簡単すぎる」など、相反する意見も

みられ、評価や反応に対する個人差もあることがわかる。 

なお、絵本としての完成度を高めるために、修正すべ

き点についても質問し、これらを修正して絵本を完成さ

せた。絵本の一部や修正部分・追加部分を図６に示す。 

図６ 絵本の内容（修正部分、追加部分等） 

修正意見で多かった指摘は、文章の区切りに関するも

のであった。幼稚園教諭および保育士からは、絵本の文

章では単語の区切りにスペースをあけること、キャラク

ターは癖のない話し方にするなどの指摘があった。 

また、今と昔を比較する際に差が目立つようにする、

何故なのかという子供の疑問が解決できるよう、理由を

明確にするなどの修正も行った。 

§５ おわりに 
地球環境問題の解決にむけ、環境意識の向上と、省エ

ネルギーや CO２削減といった具体的な目標に応じた行動

が期待される。しかしこのような生活行為を成人後、新

たに認識させることは難しいため、生活習慣の形成段階

にある幼児期の環境教育は効果が大きいと考えた。そこ

で絵本教材を作成し、子供の反応を調査した結果、多く

の子供は行動や言動による即時反応を示すことがわかっ

た。絵本で楽しく学ぶことは、幼児期に環境意識を根付

かせるきっかけとして有効であることがわかった。 
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